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講座・事業のご案内・お知らせ

夏休み！子ども絵画教室

七夕馬作り保存会製作

マコモの七夕馬と竹飾り展示
７月４日（金）～８月７日（木）

雌雄一対の七夕馬と笹飾り
を玄関に展示します。願い
事を短冊に書いて、日本の
伝統行事を体験ください。

令和６年度の七夕飾り

美笹の
こわいおはなし会
８月２日（土）

午前１０時～１０時３０分
２階 親子ふれあい広場
対象：幼児・児童と保護者

定員：２０名
当日受付

絵画教室の先生に教わりながら、好きな題

材をデッサンし、水彩絵具で彩色し、２日間で
１枚の絵を仕上げます。学校の課題も可。

申込受付：７/３（木） １０時～ 申込順

日時：令和７年７月２３日（水）、２４日（木）
午前１０時～１２時 （全２回）

対象・定員：市内在住・在学の
小学３～６年生、１６人

講師：絵画造形教室アトリエ・Ｆ
主宰 冬室 昌宏 氏

費用：１００円（保険代）

申込みは二次元

コードから▶

戸田市立図書館 美笹分室

7/19(土)～8/10(日)

問い合わせ：
戸田市立図書館美笹分室
☎ ０４８-４２１-６７３７

オリジナル
缶バッチを作ろう
7/27(日)～8/10(日)
※１回５冊借りたら自分
の描いた絵が、缶(かん)
バッチになるよ！

7/19(土) ～7/26（土）

※対象 小学生
プレゼントあり

スマホ・パソコン質問コーナー

７月５日、８月２日（土） 午前９時～正午

対象：市内在住・在勤・在学者 参加費：無料

内容：パソコン・スマートフォン
タブレットなどのお困り事など

図書館美笹分室よりお知らせ



西部福祉センター・美笹公民館 休館日 ： ７月１４日（月）、２８日(月）

図書館美笹分室 休室日 ： ７月１４日（月）、２８日(月）、３１（木）

いこいの室お風呂 休み日 ： ７月７日(月)、１３日(日)、１４日(月)、２１日(月)、

２７日（日）、２８日（月）

美笹公民館 ・ 西部
福祉センターだより

電子版は
二次元
コード

から▶

親子ふれあい広場 休室日 ： 土・日及び１４日（月）、２８日（月）
※７月２２日(火)１０時～１２時 保健師来室

笹目６丁目では、早朝のラジオ体操の音楽と共に、地域の方々が野竹公園に集まってきます。

１日の始まりの朝の清々しい空気の中での健康増進活動に、みなさんも参加してみませんか。

親子で楽しくリトミック！を実施しました
６月５日、１２日、１９日(木) (全３回)

戸田市笹目在住で ＧＲＡＣＥＦＵＬ ＦＯＯＤ（グレイス
フルフード）代表の吉田玲子先生を講師に、参加者１２人が
コーンドックマフィン、クラッカー、ほうじ茶のスノーボー
ルを作りました。吉田先生には、昨年度に引き続き、指導い
ただきました。
講座では、米粉の特徴を学び、手軽にできる美味しい３種

市内在住のリトミック研究センター認定講師の井上
昌子先生に指導いただきました。対象は乳幼児と保護
者で０歳児と１歳～３歳児の２クラスで実施しました。
講座では、先生の歌やピアノの演奏に合わせ、親子

で楽しく身体を動かしたり歌ったりしました。
美笹公民館で初めて開催したリトミック講座でした

が、参加者からは「親子で楽しめました。」「家でも
できる内容だったので、家で歌ったら子どもがニコニ
コしていました。」「またリトミックに参加したいで
す。」等の感想があり、好評でした。
アンケートでは、今回の講座をきっかけとして、公

民館講座に初めて参加された方が多かったです。また、
講座の始まる前や終わった後には、当館２階の「親子
ふれあい広場」に立ち寄った参加者同士の交流も図ら
れました。

０歳児クラス

１～３歳児クラス

米粉でつくるカフェ風マフィンとお菓子
を実施しました ６月６日 (金) 

類のお菓子づくりを体験しました。最後のクラッカーを焼
いた後、先生が用意したお茶で、試食もしました。
参加者からは、「３つもおいしい米粉の料理を教えてい

ただけてうれしかったです。おいしく楽しく参加できまし
た！」「米粉って好きなのですが、唐あげに使ったことし
かなく、もっと広く知りたいと思います。」「米粉のお料
理に興味があり受講しました。どのお料理も美味しくて、
家でも挑戦したいと思います。」「どのレシピも混ぜて焼
くだけという簡単な作り方だったので、家でも作りたいと
思いました！」等の声が寄せられました。家庭でのパンや
お菓子作りのメニューが広がる機会となりました。


